
122012.５月号紙ごみ減量標語応募作品13 2012.５月号 紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　ごみ減量の　第一歩」日置　航一（安曇川） 「らくがきちょう　うらもおもても　まっ黒け！」安井　怜奈（高島）

読
書
っ
て
い
い
な
♪

　
市
消
防
本
部
で
は
、
配
備
か
ら
20
年

が
経
過
し
た
救
助
工
作
車
を
、
防
衛
省

の
補
助
を
受
け
、
最
新
の
資
器
材
を
装

備
し
た
救
助
工
作
車
に
更
新
し
、
４
月

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
火
災
や
事
故
発
生
時
に
は
、
更
新
し

た
救
助
工
作
車
を
活
用
し
、
迅
速
・
的

確
な
救
助
活
動
を
行
い
、
市
民
の
安
全・

安
心
を
守
り
ま
す
。

最
新
の
救
助
工
作
車
へ
更
新
！

　
 　

 
救
助
活
動
が
よ
り
迅
速
に

警
防
課　
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人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
し
て
、

全
国一斉
に
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所

【高島市の人権擁護委員】
氏　　名 住　　所 電　　話

川原林　史子 マキノ町西浜 （28）0475

中川　泰夫 マキノ町知内 （27）0023

澤田　愛子 今津町下弘部 （22）0731

洲崎　富士夫 今津町浜分 （22）3359

奈良　羊子 今津町住吉 （22）3370

石田　八重子 朽木市場 （38）2420

久保　忠雄 朽木大野 （38）2308

奥谷　喜美子 安曇川町田中 （32）1022

川越 　清司 安曇川町下小川 （32）1091

德村　明美 安曇川町下古賀 （33）0516

釋迦　裕史 鹿ヶ瀬 （37）0219

萬木　由利子 勝野 （36）0539

日花　滋子 新旭町藁園 （25）2527

（敬称略）
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策
課　
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● 

日　
時　
６
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
～
16
時

● 

場　
所　

　
　
市
役
所
本
庁
、
マ
キ
ノ
支
所
、

　
　
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　
　
朽
木
支
所
、
安
曇
川
ふ
れ
あ

　
　
い
セ
ン
タ
ー
、
高
島
支
所

相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密
厳
守

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
は
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に

務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人

権
相
談
所
や
市
内
で
毎
月
開
催
し
て
い

る
特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談
所
、
人
権

擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
皆
さ
ん
の
悩
み

や
心
配
事
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宝くじの収益が
コミュニティ活動に役立てられています

　（財）自治総合センターの平成 23 年度コミュニティ助成金を受けて、西万木区（安曇川）、
宮前坊区（朽木）、三田区（安曇川）ではコミュニティ備品を整備されました。
　この事業はコミュニティの健全な発展を図るとともに宝くじの普及広報活動を行うもの
で、コミュニティ活動に必要な施設または設備の整備に関する事業に助成されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市民活動支援課　 （25）8526

●西万木区（御輿の修繕） ●宮前坊区（御輿の修繕） ●三田区（御和鞍馬具の整備）

●
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

　
今
日
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
の
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の

普
及
や
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
変

化
、
さ
ら
に
は
、
幼
児
期
か
ら
の
読

書
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
「
読

書
離
れ
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
市
で
は
、「
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
あ
ら
ゆ
る
機
会
・
場
所
に
お
い

て
、
自
主
的
に
読
書
活
動
を
で
き
る

よ
う
、市
内
図
書
館
、各
小
中
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
行
政
、
民
間
団

体
等
が
連
携
し
た
取
り
組
み
を
一
層

充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

●
読
書
活
動
の
重
要
性

　
読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を

学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表
現
力
を
高

め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
す
る

だ
け
で
な
く
、
人
生
を
よ
り
深
く
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
幼
少
期
に
家
族
か
ら
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど

も
は
無
償
の
愛
情
を
感
じ
、
安
心
感

に
包
ま
れ
ま
す
。
そ
の
体
験
を
通
し

て
、『
自
分
は
愛
さ
れ
て
い
る
』、『
自

分
は
か
け
が
え
の
な
い
存
在
』
で
あ

る
こ
と
を
学
び
、
自
尊
感
情
が
育
ま

れ
、
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
せ
に
生
き

る
力
が
備
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、学
齢
期
の
読
書
活
動
で
は
、

「
苦
難
を
乗
り
越
え
、
困
難
の
先
に

希
望
を
見
い
出
し
た
」
な
ど
、
物
語

を
通
し
て
得
た
達
成
感
が
、
心
の
深

く
に
蓄
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
青

少
年
期
か
ら
大
人
に
か
け
て
、
困
難

を
乗
り
越
え
る
力
、
生
き
る
力
と

な
っ
て
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

●
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

４
月
23
日
～
５
月
12
日
は
、「
こ

ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　
家
族
で
、
本
の
森
（
図
書
館
）
を

探
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
家
庭
で
も
、
親
子
で
絵
本
を
楽
し

ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

本
の
森 　
　
を

探 

検 

し
て
み
ま
せ
ん
か

（
図
書
館
）

社
会
教
育
課　

（
３
２
）４
４
５
７

新しい救助工作車の両側面のデザインは
　① SHIGA の S
　② TAKASHIMA の T
　③ 稲妻
　④ びわ湖源流の流れ
の４つのイメージを表しています。

WIDE


